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Ａ．研究目的 
 高精度放射線治療機器を導入したがん

診療連携病院を含む全国の放射線治療施

設の実態調査をアンケートおよび訪問調

査によって実施し、その実態、品質管理体

制、臨床治療症例の実際の治療計画等の治

療過程と結果等を調査し、その施設間差を

明かにし、各施設にフィードバックし、本

邦の放射線治療の質の向上に寄与する。 

 
Ｂ．研究方法 
 放射線治療の質に関する指標（Quality 

Indicator：QI）を策定し、全放射線治療

施設にアンケート調査を実施すると同時

に、放射線腫瘍医、医学物理士等により、

ランダムに選択した放射線治療施設への

訪問調査行い、より良い放射線治療の実現

のための提言を行う。 
（倫理面への配慮） 
疫学研究に関する倫理指針に従って行

う。患者の個人情報管理に十分留意する。 

 
Ｃ．研究結果 
 放射線治療の質に関する指標（Quality 

Indicator：QI）を策定、訪問調査用のア

ンケートを作成した。また、施設訪問の初

期結果に対して議論した。 

 
Ｄ． 考察 
 高精度放射線治療の機器・施設・スタッ

フは分散化されていた。 

 
Ｅ． 結論 
 高精度放射線治療の機器・施設・スタッ

フは集約化が必要である。 
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研究要旨 

 放射線治療の質に関する指標（Quality Indicator：QI）を策定し、全放射線治療施設に

アンケート調査を実施すると同時に、放射線腫瘍医、医学物理士等により、ランダムに選択

した放射線治療施設への訪問調査行い、より良い放射線治療の実現のための提言を行う。

本年度は、昨年度作成された放射線治療の質に関する指標（Quality Indicator：QI）

の実施可能性を吟味し、実際の訪問調査に結びつけることができた。 
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